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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年３月期第１四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年３月期第１四半期 2,768 13.5 177 - 307 94.1 357 271.4 

27年３月期第１四半期 2,439 13.2 △4 - 158 △30.2 96 △30.4 
 
（注）包括利益 28年３月期第１四半期 360 百万円 （297.9％）   27年３月期第１四半期 90 百万円 （△40.2％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 
潜在株式調整後 

１株当たり四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年３月期第１四半期 41.25 40.88 

27年３月期第１四半期 12.03 11.90 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％  

28年３月期第１四半期 18,709 11,025 58.5 1,264.58 

27年３月期 19,249 11,012 56.8 1,258.09 
 
（参考）自己資本 28年３月期第１四半期 10,954 百万円   27年３月期 10,940 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
27年３月期 － 15.00 － 30.00 45.00 
28年３月期 －         
28年３月期（予想）   16.00 － 31.00 47.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 5,865 14.3 494 63.4 739 25.3 623 64.9 71.69 

通期 12,732 13.1 1,740 41.2 2,256 32.5 1,609 66.7 185.09 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料Ｐ.３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 (3）会計方針の変更・会計上の見
積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年３月期１Ｑ 8,862,650 株 27年３月期 8,854,150 株 

②  期末自己株式数 28年３月期１Ｑ 200,477 株 27年３月期 157,877 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期１Ｑ 8,672,273 株 27年３月期１Ｑ 8,009,040 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信

の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続を実施しています。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日本銀行による経済・金融政策を背景とした企業収

益の改善により、緩やかな景気回復基調が続いているものの、消費税増税や円安による物価上昇などの影響を受

け、依然として先行き不透明な状況が続いております。当社の主要販売先であります調剤薬局といたしまして

は、昨年４月からの調剤報酬の改定及び消費税増税の影響により収益力が低下する一方で、Ｍ＆Ａや資本・業務

提携等の業界再編が加速し、厳しい経営環境が続いております。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、2,768百万円（前年同期比13.5％増）、営業利益177百万円

（前年同期 営業損失4百万円）、経常利益307百万円（前年同期比94.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純

利益357百万円（前年同期比271.4％増）となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

 

（システム事業及びその関連事業） 

システム事業及びその関連事業につきましては、平成27年４月１日にヘルスケア本部を新設して医事会計シス

テム及び電子カルテシステムの営業体制を強化し、調剤薬局向けシステム「Ｒｅｃｅｐｔｙ ＮＥＸＴ」、医事

会計システム「ＭＲＮ（※１） クラークスタイル」、「ユニメディカル」および電子カルテシステム「ＭＲＮ 

カルテスタイル」、「ユニカルテ」の拡販に注力いたしました。 

調剤薬局向けシステムにおきましては、一部の支店・営業部を除いて販売計画件数を達成し、平成26年10月に

連結子会社となったコスモシステムズ株式会社が売上高及び営業利益に貢献いたしました。しかしながら、医事

会計システム及び電子カルテシステムにおきましては、新規・他社リプレース案件を実績につなげることが十分

に出来ませんでした。課金売上におきましても、ユーザー数の増加に比例して順調に増加しております。サプラ

イ販売におきましても、堅調に推移しました。 

また、政府の高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部（ＩＴ戦略本部）が公表した「新たな情報通信技術

戦略」における医療分野の計画の一つである「『どこでもＭＹ病院』構想の実現」におきましては、今後の医療

業界の発展へ貢献すべく処方箋情報の電子化に伴うＥＨＲ（※２）およびＰＨＲ（※３）に関する研究開発や実

証事業に継続して参加しております。「感染症流行探知サービス」におきましては、利用薬局は引き続き順調に

増加しており、開通待ちのお客様を含めて全国で約10,000件となっております。 

この結果、当第１四半期連結累計期間のシステム事業及びその関連事業は、売上高2,782百万円（前年同期比

12.8％増）、営業利益172百万円（前年同期は営業損失23百万円）となりました。なお、システム事業及びその関

連事業の売上高が連結売上高を上回っている主な要因といたしましては、連結子会社の益盟軟件系統開発（南

京）有限公司の株式会社イーエムシステムズに対するソフトウェア開発受託売上を連結相殺する前の金額を記載

しているためであります。 

 

（その他の事業） 

その他の事業につきましては、株式会社ラソンテが、引き続き各事業を行っておりますが、新規連結子会社で

ある株式会社ブリック薬局が、平成27年５月から調剤薬局事業を開始いたしました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間のその他の事業は、売上高200百万円（前年同期比149.5％増）、営業利

益27百万円（前年同期比35.1％増）となりました。 

 

（※１） ＭＲＮ：Ｍｅｄｉｃａｌ Ｒｅｃｅｐｔｙ ＮＥＸＴ 

（※２） ＥＨＲ：Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ Ｈｅａｌｔｈ Ｒｅｃｏｒｄ 

（※３） ＰＨＲ：Ｐｅｒｓｏｎａｌ Ｈｅａｌｔｈ Ｒｅｃｏｒｄ 

 

（上記セグメント別の売上高および営業利益は、セグメント間の内部取引消去前の金額であります。） 
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（２）財政状態に関する説明

（資産） 

当第１四半期連結累計期間末における流動資産は7,560百万円となり、前連結会計年度末に比べ691百万円減少

いたしました。これは主に現金及び預金が552百万円減少したことによるものであります。固定資産は11,144百万

円となり、前連結会計年度末に比べ150百万円増加いたしました。これは主にのれんの増加272百万円によるもの

であります。 

この結果、総資産は、18,709百万円となり、前連結会計年度末に比べ540百万円減少いたしました。 

（負債） 

当第１四半期連結累計期間末における流動負債は3,799百万円となり、前連結会計年度末に比べ367百万円減少

いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が240百万円、賞与引当金が155百万円減少したことによるもので

あります。固定負債は3,884百万円となり、前連結会計年度末に比べ185百万円減少いたしました。これは主に長

期借入金が172百万円減少したことによるものであります。 

この結果、負債合計は、7,684百万円となり、前連結会計年度末に比べ553百万円減少いたしました。 

（純資産） 

当第１四半期連結累計期間末における純資産合計は11,025百万円となり、前連結会計年度末に比べ12百万円増

加いたしました。これは主に利益剰余金の増加によるものであります。 

この結果、自己資本比率は58.5％（前連結会計年度末は56.8％）となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期通期の連結業績予想につきましては、平成27年５月13日の「平成27年３月期 決算短信」で公

表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

特定子会社につきましては、該当事項はありません。

なお、特定子会社以外の子会社の異動につきましては、以下のとおりであります。

（連結の範囲の変更）

株式会社ブリック薬局を新たに設立したため、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四

半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,828 4,275 

受取手形及び売掛金 2,271 1,849 

有価証券 211 207 

商品及び製品 415 377 

原材料及び貯蔵品 3 3 

その他 522 848 

貸倒引当金 △1 △2 

流動資産合計 8,251 7,560 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 945 945 

土地 702 702 

リース資産（純額） 170 136 

賃貸用資産（純額） 23 22 

建設仮勘定 12 11 

その他（純額） 121 129 

有形固定資産合計 1,976 1,949 

無形固定資産    

ソフトウエア 392 385 

ソフトウエア仮勘定 19 4 

のれん 316 588 

その他 7 7 

無形固定資産合計 735 986 

投資その他の資産    

投資不動産（純額） 7,645 7,588 

退職給付に係る資産 145 144 

その他 490 475 

貸倒引当金 △0 △0 

投資その他の資産合計 8,281 8,208 

固定資産合計 10,993 11,144 

繰延資産 5 4 

資産合計 19,249 18,709 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 895 654 

短期借入金 598 601 

1年内返済予定の長期借入金 675 670 

未払金 382 382 

リース債務 112 88 

未払法人税等 191 169 

賞与引当金 343 187 

ポイント引当金 1 2 

その他 967 1,042 

流動負債合計 4,167 3,799 

固定負債    

長期借入金 2,385 2,213 

リース債務 83 79 

退職給付に係る負債 691 677 

役員退職慰労引当金 70 70 

製品保証引当金 183 187 

長期預り保証金 656 656 

固定負債合計 4,069 3,884 

負債合計 8,237 7,684 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,243 2,250 

資本剰余金 2,551 2,558 

利益剰余金 6,212 6,309 

自己株式 △123 △223 

株主資本合計 10,884 10,894 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 9 7 

為替換算調整勘定 68 69 

退職給付に係る調整累計額 △21 △17 

その他の包括利益累計額合計 56 59 

新株予約権 71 71 

純資産合計 11,012 11,025 

負債純資産合計 19,249 18,709 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 2,439 2,768 

売上原価 1,156 1,251 

売上総利益 1,283 1,516 

販売費及び一般管理費 1,288 1,339 

営業利益又は営業損失（△） △4 177 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 12 1 

不動産賃貸収入 243 237 

貸倒引当金戻入額 0 － 

持分法による投資利益 0 － 

その他 20 0 

営業外収益合計 277 240 

営業外費用    

支払利息 7 7 

不動産賃貸費用 104 95 

その他 1 5 

営業外費用合計 113 109 

経常利益 158 307 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 226 

特別利益合計 － 226 

特別損失    

固定資産除却損 2 0 

リース解約損 － 8 

特別損失合計 2 8 

税金等調整前四半期純利益 156 525 

法人税等 60 168 

四半期純利益 96 357 

親会社株主に帰属する四半期純利益 96 357 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 96 357 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 － △2 

為替換算調整勘定 △9 1 

退職給付に係る調整額 3 4 

その他の包括利益合計 △5 2 

四半期包括利益 90 360 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 90 360 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

自己株式の取得

当社は、平成27年５月13日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用され

る同法第156条の規定に基づき、自己株式の取得を決議し、自己株式の取得を行いました。この自己株式の取得

により、自己株式が99百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末において223百万円となっております。

なお、当該決議に基づく自己株式の取得につきましては、平成27年５月28日をもって終了しております。
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